
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数
幼稚園教諭２種 ① 83人 82人

保育士 ① 83人 83人
社会福祉主事任用資格 ① 83人 83人
介護職員初任者研修 ① 83人 83人
幼児体育指導者検定２級 ③ 13人 13人
幼児体育指導者検定１級 ③ 13人 13人
子ども身体運動発達指導士 ③ 13人 13人
幼児安全法支援員 ③ 13人 13人

リトミック指導者2級 ③ 70人 70人
リトミック指導者1級 ③ 13人 13人
おもちゃインストラクター ③ 57人 57人

（令和 3

13 名 4.7 ％

（別紙様式４）

令和4年7月31日※１

（前回公表年月日：令和3年7月1日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人筑波研究学園 昭和62年2月6日 佐久　芳夫
〒300-0811
茨城県土浦市上高津1601

029-822-2452
筑波研究学園専門学校 昭和62年2月6日 野口　孝之

〒300-0811
茨城県土浦市上高津1601

（電話）

教育・社会福祉 教育・社会福祉専門課程 こども未来学科
平成19年文部科学省

告示第20号
－

学科の目的
少子化対策としての子育て支援事業、幼保一元化、幼保小連携を視座に入れた保育士、幼稚園教諭 、保育教諭を育成する。また、知識だけでなく、音楽や造形等、表現
に関する実技を習得し、こどもの気持ちに寄り添い、こどもの「こころ」を育てることのできる、感性豊かな”せんせい”の育成を目指す。

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士
（電話） 029-822-2452

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限 全課程の修了に必要な総
授業時数又は総単位数 講義 演習 実習 実験 実技

－ 30時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内数） 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
2940時間 600時間 1870時間 440時間

学期制度
■前期： 4月1日～  9月30日
■後期： 10月1日～翌3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
出席、期末試験、課題、平常点により総合的に評価し、総合
点 60点以上を合格とする

240人 269人 0人 12人 27人 39人

長期休み

■学年始： 4月 1日～ 4月 5日
■夏  季： 8月 7日～ 8月31日
■学期末： 9月16日～ 9月30日
■冬  季：12月23日～ 1月 6日
■学年末： 3月15日～ 3月31日

卒業・進級
条件

卒業：当該学科の修業年限を在学し、学科が定める卒業基準
を満たした者
進級：当該学年において所定の単位を修得したと認定された
者

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 各種イベント、学園祭の実行委員会、
地域ボランティア活動（市町村、社会福祉協議会、幼稚園・
保育所・認定こども園、介護施設等）、他

個人面談・三者面談の実施。
補講・補習、特別カリキュラムの実施。

■サークル活動： 有
■国家資格・検定/その他・民間検定等

幼稚園、保育園、認定こども園、児童養護施設、介護福祉施
設 等

（令和３年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

■卒業者数　　　　　　 　    　：
■就職希望者数　　　　　　　　 ：
■就職者数　　　　　　　　　　 ：
■就職率　 　　　　 　　　 　　：
■卒業者に占める就職者の割合   ：
■その他　児童教育専攻科への進学 ：

就職等の
状況※２

■就職指導内容
学生向け就職ガイダンス。保護者対象就職相談会。
茨城県民間保育協議会就職セミナー全員参加（卒業生講話
含）

■主な就職先、業界等（令和３年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定

等）
※３

年度卒業者に関する

令和4年5月1日 時点の情報）

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.tist.ac.jp/childcare_education.html

令和4年3月31日時点において、在学者262名（令和3年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

経済的理由、学業不振、進路変更（就職）、病気療養

■中退防止・中退者支援のための取組
欠席した学生に対する連絡、連続して欠席している学生については、早い時期に個人面談や保護者を交えた三者面談（担任・学科、必要に応
じて部門同席）等を実施する

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
TIST奨学生：入学後の学業、人物ともに優秀な学生に対する奨学金
修学支援資金：本校在学中に保護者が死亡し、経済的に困難な学生に対して給付

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率
令和3年4月1日時点において、在学者278名（令和2年4月1日入学者を含む）

※種別欄は、各資格・検定が以下の①～③のいずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄

 83 人
 54 人
 54 人
100 ％

 65.1 ％
 34.9 ％（29人）



３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と同時
に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的な学修成果
（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映した内
容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留
意し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をいい
ます。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の者、
留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職者と
はしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数
や進学状況等について記載します。



種別

①

①

③

（開催日時）
令和3年度　第１回  令和 3年 8月 31日 10:30 ～11:45
令和3年度　第２回  令和 4年 2月 21日 10:30 ～11:45

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
保育士等処遇改善助成金の支給等、保育士への待遇が改善されている。しかし、一方では保育の質が問われている。そのためには保育者の
質の向上が肝要である。メンタル面が弱く、転職を繰り返す若者も多くみられる中、TISTの学生が多くの保育園、幼稚園で活躍しているの
は、3年課程で学ぶことに意味があるとの意見があった。さらに、人間教育を柱に行われる卒業研究についての評価も高い。さらにボラン
ティア活動や募金活動等、学生の意欲を高めるための活動が地域で評価されている。また、社会に出た後も学校に戻り学べる体制があると
よいとの助言があったことから、卒業生に対してのピアノレッスンの受け入れをしている。レッスンのみでなく、併せて近況を聞くことで
メンタル面での支えにも繋げている。これからも保育士の資質向上を念頭に、人間教育を継続し、常に現場を意識した実践的なカリキュラ
ムを導入していく。

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回開催　8月下旬～9月上旬、2月上旬～中旬

大森  淳子
学校法人筑波研究学園　理事
筑波研究学園専門学校 副校長

秋葉　純 筑波研究学園専門学校 こども未来学科 学科長

野口  孝之
学校法人筑波研究学園　理事
筑波研究学園専門学校 学校長

上原　一太郎 公益財団法人日本幼少年体育協会 業務執行理事
令和3年4月1日～令和5年3月31
日（２年）

倉田  和典
社会福祉法人えがお 理事
施設統括部長 兼 法人事務部長

令和3年4月1日～令和5年3月31
日（２年）

渡辺　貴子 土浦市社会福祉協議会 福祉のまちづくり係長
令和4年4月1日～令和5年3月31
日（１年）

令和4年7月1日現在

名　前 所　　　属 任期

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教
育課程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基
本方針

本校は、「実学重視」をすべての学科における教育の基本と位置づけている。それを実現するため、時代の変化に的確に
対応し、地域の産業界の発展に貢献する人材育成を目指し、関連する業界団体や企業の担当者との組織的な交流を通し
て、常に教育課程の改善を図ることを基本方針とする。こども未来学科においては、認定こども園、幼稚園、児童福祉施
設等との連携を密にし、業界の現状や今後の動向の情報を共有する。さらに実務における技術等、専門的かつ実践的な教
育課程を編成し職業教育に努める。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

職業実践専門課程に求められる企業・業界団体等との密接かつ組織的な連携体制を確保して、授業科目の開設等の教育課
程の編成に関する提案を行う。各学科は提案を参考に教育課程の編成を行い、授業科目や内容の見直しを進めると共に、
即応可能な改善については順次授業に取り入れる。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿



介護施設実習
介護職に求められる役割と専門性、職業倫理、介護におけ
るリスクマネジメントについて学ぶ。

老健ひかり他、
介護福祉施設

リトミック指導法
年齢ごとの子どもたちの発達に応じた教育内容や指導法を
学び、リトミック指導者としての音楽力を身につける。

特定非営利活動法人
リトミック研究センター

保育所保育実習
Ⅰ・Ⅱ

保育所の機能、役割の理解、保育士としての職業理解を目
的として学外で実習する。

阿見ひかり保育園他、
県内外保育所

児童福祉施設実習
施設を利用する対象児・者と養護内容の実際、また、施設
のもつ養護機能について実践的に学ぶ。

筑波愛児園他、
県内児童福祉施設

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

幼稚園教育実習
Ⅰ・Ⅱ

幼稚園現場において、幼稚園教諭となるための実践上、研
究上の基礎的な能力態度を養成する。

土浦聖母幼稚園他、
県内外幼稚園

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関
係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

「教育職員免許法施行規則」「保育士養成カリキュラム」に則り、幼稚園、保育所、その他の児童福祉施設において、校
内で修得した知識・技能を基礎とし、これらを総合的に実践する応用力を園児等に対する直接的な働きかけを通して養う
ことを目的とし実施している。さらに職業観、使命感を高めるためボランティア活動も積極的に取り入れている。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

①保育所・園、幼稚園、認定こども園、保育所以外の児童福祉施設に実習依頼を行い、受け入れ承諾書を受け取る。
②正式依頼時に実習の内容・評価について施設担当者との確認を行う。
③事前指導の際に、施設担当者や施設長による講話を実施。
④実習期間中に担当教員が実習先を巡回。施設担当者や施設長に学生の状況を確認し、学生への指導を行う。
⑤実習終了後、各実習先から学生の学修成果の評価票を受け取り。実習評価を行うと共に事後指導に生かす。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。



研修名：「茨城県介護支援専門員更新研修Ⅱ」（連携企業等：茨城県）
期間：令和3年8月11日～10月3日のうち6日間（32時間）　　対象：常勤教員
内容：介護支援専門員の更新研修。

研修名：「保育者養成校の存在意義を問う」（連携企業等：全国保育士養成協議会）
期間：令和3年9月16～17日　　対象：常勤教員
内容：保育現場との実質的な協働をめざすための保育者養成校の倫理

研修名：「幼児教育の現状と課題」（連携企業等：全国幼児教育研究協会）
期間：令和4年2月26日　　対象：常勤教員
内容：幼児教育の現状と課題を多角的な視点から考察する。

研修名：「認定こども園の体操教室と保育者養成の健康関連授業を繋ぐ効果―授業振り返りのテキストマイニング分析か
ら」（連携企業等：日本保育者養成教育学会）
期間：令和3年8月～令和4年2月　　対象：常勤教員
内容：認定こども園の体操教室と保育者養成の健康関連授業を繋ぐ効果について考える。

研修名：幼児体育指導者検定 サポートスタッフ研修 （連携企業等：日本幼少年体育協会）
期間：令和4年2月5～6日、令和4年2月26～27日　　対象：常勤教員
内容：幼児体育指導者検定学科試験・実技講習の補助

研修名：ｅラーニング（連携企業等：株式会社FCEエデュケーション）
期間：令和4年3月　対象：常勤教員
内容：授業見学や専門家による講義の実例を通して、授業展開や学生の指導方法について学ぶ。

研修名：「一人ひとりのよさを認め合う集団保育に向けて～これからの保育・幼児教育と形成的アセスメント～」
（連携企業等：茨城大学付属幼稚園研究会）
期間：令和4年2月10日　　対象：常勤教員
内容：こどもの主体性や多様性を重視する集団保育での効果的な形成的アセスメント

研修名：こども未来学科　特別研修講座　「児童養護施設の子どもたちを取り巻く環境について」
期間：令和4年10月　　対象：常勤教員
内容：養護施設の子どもたちの背景や取り巻く環境についての現況を学ぶ。

研修名：「ＡＩ時代をたくましく、人間らしく生きるために」（連携企業等：全国幼児教育研究協会）
期間：令和4年8月2～3日　　対象：常勤教員
内容：自己肯定感をもち、遊びや生活を創り出す力を育てる。

研修名：「こどもたちへ繋ぐ自然と文化、そして命」（連携企業等：全国保育士養成協議会）
期間：令和4年8月25～26日　　対象：常勤教員
内容：こどもの命との向き合い方や医療の現場から期待される保育士像について等。

②指導力の修得・向上のための研修等

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名：「これからの音楽教育のゆくえ」（連携企業等：全国大学音楽教育学会）
期間：令和3年8月27日　　対象：常勤教員
内容：音楽教育のICT活用について考える。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
筑波研究学園教職員研修規程に基づき、教職員は専攻分野における職業教育の遂行上必要とされる実務知識や技術・技能
及び学生に対する指導力等の修得・向上を図ることとしている。こども未来学科においては、下記の研修以外にも、教員
全員がそれぞれの専門分野に関して常に新しい情報を得るため学会へ所属する等、学生への教育に還元できるよう、自ら
のスキルアップに努める。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等



研修名：「県立高校の再建整備とプログラミング教育」（連携企業等：茨城県教育庁）
期間：令和4年8月9日　　対象：常勤教員
内容：県立高校の再編整備計画と高等学校におけるプログラミング教育について学ぶ。

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名：全国幼児教育研究協会茨城支部　令和４年度オンライン講演会「読み聞かせ講座」
期間：令和4年6月　　対象：常勤教員
内容：読み聞かせの意義、方法を学ぶ。

研修名：県政出前講座　特別研修「発達障害の正しい理解のために」
期間：令和4年8月30日　　対象：常勤教員
内容：発達障害についての理解を深める。



（３）教育活動

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されている
か。
教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対
応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか。
学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか。
キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教
育方法の工夫・開発などが実施されているか。
関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュ
ラムの作成・見直し等が行われているか。
関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシッ
プ、実技・実習等）が体系的に位置づけられているか。
授業評価の実施･評価体制はあるか。
職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか。
成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか。
資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づ
けはあるか。
人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員
を確保しているか。
業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を確保するな
どマネジメントが行われているか。
関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための取り組みが
行われているか。
教職員の指導力育成や能力開発など資質向上を目指した研修等が行わ
れているか。

（４）学修成果

就職率の向上が図られているか。
資格取得率の向上が図られているか。
退学率の低減が図られているか。
卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか。
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用
されているか。

学校関係者評価は、卒業生、保護者、産業界有識者及び教育・学識経験者により構成する学校関係者評価委員会により行
う。同委員会は、筑波研究学園専門学校が「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づいて行った自己評価をもと
に学校評価を行い、その評価結果を学校の教育活動の向上および学校運営の改善に生かすことを目的とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか。
専門分野における職業教育の特色は明確か。
社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか。
学校の理念・目的・育成人材像・職業教育の特色・将来構想などが学
生・保護者等に周知されているか。
各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに
向けて方向づけられているか。

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

（２）学校運営

目的等に沿った運営方針が策定されているか。
運営方針に沿った事業計画が策定されているか。
運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有
効に機能しているか。
人事、給与に関する規程等は整備されているか。
教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか。
業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されている
か。
教育活動等に関する情報公開が適切になされているか。
情報システム化等による業務の効率化が図られているか。



種別

教育関係者

業界団体
（地元企業）

業界団体

業界団体
（地元企業）

業界団体

地元企業

地元企業

保護者

卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

舘野　仁志 五籃会会長（保護者会会長）
令和3年4月1日～令和5年3月31
日（２年）

笠間　俊雄 輝峰同窓会会長（卒業生代表）
令和3年4月1日～令和5年3月31
日（２年）

坂巻　操 筑波メディカルセンター病院　事務部外来一課課長
令和3年4月1日～令和5年3月31
日（２年）

倉田　和典
社会福祉法人えがお 理事
施設統括部長 兼 法人事務部長

令和3年4月1日～令和5年3月31
日（２年）

河野　正博
一般社団法人茨城県建築士事務所協会 常務理事
株式会社河野正博建築設計事務所 代表取締役

令和3年4月1日～令和5年3月31
日（２年）

加賀美　吉彦 土浦商工会議所　総務部長
令和3年4月1日～令和5年3月31
日（２年）

俣野　祐介
学校法人 霞ヶ浦高等学校
進路指導担当

令和3年4月1日～令和5年3月31
日（２年）

樋口　隆
茨城県自動車整備振興会
教育部教育課 課長

令和3年4月1日～令和5年3月31
日（２年）

仁衡　琢磨
一般社団法人茨城研究開発型企業交流協会 会長
ペンギンシステム株式会社 代表取締役社長

令和3年4月1日～令和5年3月31
日（２年）

令和4年7月1日現在

名　前 所　　　属 任期

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

教員の資質向上に向けた教職員研修体制の一層の充実について提言を受け、学校全体の研修計画の見直しを進めた。令和
4年度より新たな体制で、全体研修・階層別研修・学科別研修を進めると共に、教員の自己研修としても活用できるｅ
ラーニングについて、令和３年度中に前倒しで導入をおこない活用を始めた。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（８）財務

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか。
予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか。
財務について会計監査が適正に行われているか。
財務情報公開の体制整備はできているか。

（９）法令等の遵守

法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか。
個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか。
自己評価の実施と問題点の改善に努めているか。
自己評価結果を公開しているか。

（１０）社会貢献・地域貢献

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っている
か。
学生のボランティア活動を奨励、支援しているか。
地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等
を積極的に実施しているか。

（５）学生支援

進路・就職に関する支援体制は整備されているか。
学生相談に関する体制は整備されているか。
学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。
学生の健康管理を担う組織体制はあるか。
課外活動に対する支援体制は整備されているか。
学生の生活環境への支援は行われているか。
保護者と適切に連携しているか。
卒業生への支援体制はあるか。
社会のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか。
高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組
が行われているか。

（６）教育環境

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されている
か。
学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教
育体制を整備しているか。
防災に対する体制は整備されているか。

（７）学生の受入れ募集
学生募集活動は、適正に行われているか。
学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか。
学納金は妥当なものとなっているか。



※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
（ホームページ）学校案内、学校概要・広報誌などの配布

URL:https://www.tist.ac.jp/profile/greeting.html

（８）学校の財務 学校案内－学校の財務
（９）学校評価 学校案内－学校自己点検・評価、学校関係者評価

（５）様々な教育活動・教育環境 学校案内－キャンパスライフ、クラブ活動
（６）学生の生活支援 学校案内－学生の一日
（７）学生納付金・修学支援 入学案内－学費・奨学金のサポート

（２）各学科等の教育 学科・コース－学びのポイント、コース紹介
（３）教職員 学校案内－教員情報－専任教員一覧
（４）キャリア教育・実践的職業教育 学校案内－職業実践専門課程認定校／就職情報－インターンシップ

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に沿ったホームページによる情報公開に加えて、定期的
な広報誌の送付などを通して、本校の教育活動を積極的に伝える。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校案内－学校の特長

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ）令和4年4月公開

URL:https://www.tist.ac.jp/profile/selfcheck.html

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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○
英語コミュニ
ケーション

国際的なコミュニケーション・ツールとしての英語を念頭
に、演習を通して日常的な英会話を身につけ、実践的
なコミュニケーション能力を育成する。

１
前
30 2 ○ ○ 〇

○ 健康科学

体力の保持増進は、老若男女を問わず、人間のすべて
の時期において大切な重要事項である。科学的な健康
づくりの方法を理解し、計画的に運動を実践し、生活習
慣病にならない体力づくりを目標に学習を進めていく。

１
後
15 1 ○ ○ ○ ○

○ スポーツ（実技）

生涯にわたって運動・スポーツを実践することが出来る
能力を身に付けることを目的として、ゲームを楽しむた
めに必要な技術習得、ルールの理解をとおし、チーム
ワークの大切さ等、人間関係のあり方についても学ぶ。

１
後
30 1 ○ ○ ○ ○

○ 憲法

憲法を学習することは、国民・個人の生命・自由・幸福
の追求を学ぶことであり、より良き生活条件、人間の尊
厳を実現することである。すなわち、「人間」の幸福実現
のために「国家」の存在の妥当性を確認する。

１
後
30 2 ○ ○ ○

○
情報リテラシー
と処理技術

テキスト教材を中心に情報システムの発展、コンピュー
タ（ハードウェア・ソフトウェア）、情報ネットワークなどの
仕組みについて理解を深めます。また、演習を通じ、パ
ソコンの基本操作、ワープロソフトの基本操作、表計算
ソフトの基本操作を学習する。

１
後
30 2 ○ ○ ○

○ 情報リテラシー

コンピュータはビジネス現場ばかりでなく日常生活にま
で浸透している。この授業では、これからの生活で最低
限度習得しておかなければならない情報活用能力を学
ぶ。特にコンピュータの日本語入力についての基本操
作、応用操作を扱う。

１
前
30 2 ○ ○ ○

○ 接遇マナー
社会人として求められるマナーの基本を学習する。
様々なマナーを臨機応変に、心を込めて実践できること
を目指す。

１
前
30 1 ○ ○ ○

○ 保育原理

保育の意義と目的、保育所保育指針、幼稚園教育要
領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領における
保育の基本について理解し、保育の質を高めるための
方法を学ぶ。さらに、保育の思想と歴史的変遷につい
て学んだ上で、保育の制度を理解し、保育の現状と課
題について考察する。

１
前
30 2 ○ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程　こども未来学科）　令和4年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携
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分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
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業
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と
の
連
携

○ 教育原理

教育原理は教職関連科目全体を統括する役割を持
つ。ベースに教育とは何かを問う課題意識のもとに、教
育の本質論、歴史的な把握、現代教育の諸問題など多
岐にわたる問題を取り上げる。

１
前
30 2 ○ ○ ○ ○

○ こども家庭福祉

子ども家庭福祉の意義や歴史的変換、保育との関連
性、法制度、実施体系などについて体系的に学び、今
日の子ども家庭福祉の現状と課題について理解を深め
る。

１
前
30 2 ○ ○ ○ ○

○ 社会福祉論

社会の複雑化とともに私たちの生活スタイルは多様化
し、社会福祉に求められるものも大きく変化しつつある。
本講義では、社会福祉の理念や制度の歴史的な変遷
を整理し、社会福祉の実施体制について理解する。そ
の上で現代社会における課題をもとに、これからの社会
福祉と私たちの生活について考える。

１
後
30 2 ○ ○ ○ ○

○
こども家庭支援
論

家族とは何かという基本的な知識や家族を取り巻く社会
状況を踏まえた上で現代の子育て家庭に対する支援の
意義と基本を理解し、家庭支援者として保育者の役割
について考察する。

２
前
30 2 ○ ○ ○ ○

○ 社会的養護Ⅰ
現代社会における社会的養護の意義や歴史、法制度、
実施体系等について学ぶ。そして現状と課題について
理解を深める。

１
後
30 2 ○ ○ ○ ○

○ 保育者論

乳幼児の育ちを専門的に支援する役割をもつ保育者に
ついて、総合的に理解する。保育者をめぐる制度的な
位置づけ、保育者の専門性、保育者の協働体制等に
ついて実践的に理解するとともに、保育者の専門的な
キャリア形成について理解を深める。

１
前
30 2 ○ ○ ○ ○

○ 発達心理学

こどもと関わる専門家は、こどものことをより深く理解しよ
うとする姿勢と観察眼が必要となる。発達心理学では、
こどもの様々な能力や状態を客観的な観点から理解
し、豊かな観察眼を持つために、何を観て、何に気付く
べきか学んでいく。

１
前
30 2 ○ ○ ○ ○

○
こどもの発達と
家庭支援

生涯発達に関する心理学の基礎的な知識を習得し、初
期経験の重要性、発達課題について理解をする。さら
に家庭、家族の意義や機能を理解し、子育て家庭をめ
ぐる現代の社会的状況と課題について理解する。

１
後
30 2 ○ ○ ○ ○

○
こどもの理解と
援助

保育実践においてこどもひとり一人の心身の発達や学
びを把握することの意義を理解し、こどもの理解するうえ
での基本的な考え方、具体的方法について学び、それ
に基づく保育者の援助や態度の基本について理解す
る。

１
前
15 1 ○ ○ ○ ○
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○ こどもの保健Ⅰ

生命の保持と情緒の安定を図る保育における小児の健
康の意味を認識し、保育実践における保健活動の重要
性を理解する。具体的な内容として、こどもの身体発
育・生理機能・運動機能並びに精神機能の発達につい
て理解を深める。

２
前
15 1 ○ ○ ○

○ こどもの保健Ⅱ

集団においての健全な成長・発育を促すために必要な
環境・衛生管理・安全管理について理解する。また、感
染症を中心とした疾病について、その予防法および適
切な対応について理解を深める。

２
後
15 1 ○ ○ ○

○
こどもの食と栄
養

食生活の意義や栄養に関する基本知識を学び、子ども
の発育・発達と食生活の関連について理解を深め、食
育の基本とその内容及び食育のための環境を地域社
会と文化とのかかわりの中で理解する。さらに家庭や児
童福祉施設における食生活の現状と課題、特別な配慮
を要する子どもの食と栄養についても理解する。

２
前
30 2 ○ ○ ○

○
保育教育課程
論

保育所における保育の計画や評価について体系的に
学ぶ。カリキュラムの構成、保育内容の展開方法である
指導計画について実践的に学ぶとともに保育所におけ
る保育に関する保育士、保育所の自己評価のあり方に
ついても学ぶ。さらに幼稚園での教育課程と照らし合わ
せることでそれぞれの意義を明確にする。

２
前
30 2 ○ ○ ○

○ 保育内容総論

領域別の授業で学んだ内容を実際の子どもの姿や保
育場面に結び付けて総合的に理解する。保育所保育
指針、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教
育・保育要領に基づく保育内容の基本的理解が深まる
よう、具体的な実例をもとに解説する。

１
後
15 1 ○ ○ ○ ○

○ 指導法「健康」

幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定
こども園教育・保育要領の領域「健康」のねらいや内容
の理解を深めるとともに、乳幼児期の健康に関する幅広
い知識と個々の発育・発達の状態にあった配慮の仕
方、子どもが健康でたくましく育つための具体的方法に
ついて、現代社会のこどもを取り巻く生活環境にも目を
向けながらこどもの積極的な健康指導を目指す。

２
前
15 1 ○ ○ ○ ○

○ 指導法「環境」

幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定
こども園教育・保育要領の領域「環境」のねらいや内容
の理解を深めるとともに、人的・物的・社会的環境及び
自然環境のもつ役割や意味、こどもの発達と豊かな環
境とのかかわりについての知識を習得する。

２
後
15 1 ○ ○ ○ ○
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○
指導法「人間関
係」

幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定
こども園教育・保育要領の領域「人間関係」のねらいや
内容の理解を深めるとともに、様々なかかわりを通した
人間関係の発達についてエピソードを取り上げ解説す
る。また、保育者としてどのようにこどもと人との関わりを
育てていくのか、考察していく。

１
前
15 1 ○ ○ ○ ○

○ 指導法「言葉」

幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定
こども園教育・保育要領の領域「言葉」のねらいや内容
の理解を深めるとともに、乳幼児期の言葉の発達の仕
組み、保育者の言葉のあり方、姿勢について学ぶ。

１
前
15 1 ○ ○ ○

○
指導法「リズム
表現」

幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定
こども園教育・保育要領の領域「表現」のねらいや内容
の理解を深めるとともに、表現する喜びや楽しさを体験
し、保育実践に関する知識を理解し保育者として幼児
の表現力を高めるための援助の仕方、指導法、技能を
学ぶ。

１
後
15 1 ○ ○ ○ ○

○ 音楽表現論

領域「表現」における音楽表現に視点を置き、子どもが
遊びや生活の中で子どもの素朴な表現を見い出し、受
けとめ、共感することが出来る保育者としての感性を養
う。また、こどもが表現することの楽しさを生み出す過程
を理解し子どもの豊かな感性や表現する力、想像力を
育むための具体的指導法の習得と音楽的技能を身に
付ける。

２
前
15 1 ○ ○ ○

○
指導法「造形表
現」

乳幼児における表現活動の大切さとこどもの発達過程
を基盤とした造形的な表現の特徴を理解する学習を進
める。さらに材料・用具、手法をもとに「えがく」「つくる」
「造形あそび」などの題材や環境構成、援助のあり方に
ついての知識と制作体験とを関連づけながら学習を深
める。

２
前
15 1 ○ ○ ○

○
指導法「言語表
現」

幼稚園教育要領・保育所保育指針における「表現」と、
幼児の心の表現を学び、言語表現に利用できる児童文
化財の作成を試みる。作成した児童文化財を用いての
表現演習を通して、言語表現活動の指導法について、
問題点を出し合い、解決する力を身に付ける

２
前
15 1 ○ ○ ○

○
表現とこどもの
運動

こどもの表現遊びや運動が年齢に応じて展開されてい
くことを理解し、表現遊び運動の実践例からイメージを
膨らませ、安全に楽しく表現遊びが展開できる知識及
び実践力を深める。

２
前
15 1 ○ ○ ○

○ 乳幼児保育Ⅰ

乳幼児保育の意義・目的と歴史的変遷及び役割を理解
し、多様な保育の場における乳幼児保育の現状と課題
について理解する。そして職員間の連携・協働、保護者
と地域社会との連携についても理解する。

１
前
30 2 ○ ○ ○ ○
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○ 乳幼児保育Ⅱ
乳幼児、特に3歳未満児の発育、発達の特性を踏まえ、
養護と教育の一体性、遊びや保育の環境設定を実践
的に理解する。

２
後
15 1 ○ ○ ○ ○

○
こどもの健康と
安全

こどもの心身の発育・発達を促す保健活動や環境を考
え、健康増進のための適切な関わりについて学ぶ。そし
て関連するガイドラインや近年のデータ等を踏まえ、感
染症対策、衛生管理、安全対策、危機管理、災害対策
について理解する。

３
前
15 1 ○ ○ ○

○ 障害児保育Ⅰ

保育および教育現場において障害のあるこどもたちと
接していくために必要な知識や支援の方法などについ
て学習する。障害児保育では、障害児保育および教育
を支える理念、様々な障害について、さらにその援助方
法、環境構成、について考える。

２
前
15 1 ○ ○ ○ ○

○ 障害児保育Ⅱ

障害児保育Ⅱでは、障害のあるこどもの個別支援方
法、保護者や家族に対する理解と支援方法、関係機関
との連携、障害のあるこどもの保育および教育を支える
理念、様々な障害について更にその援助法、環境構成
について考察する。

２
後
15 1 ○ ○ ○ ○

○ 社会的養護Ⅱ

家庭養護、施設養護の実際について理解を深めるとと
もに、こども虐待の防止と家庭支援についての支援のあ
り方・計画について検討する。そして、社会的養護の課
題と展望を考察する。

２
前
15 1 ○ ○ ○

○ 子育て支援

保育士の行う保育の専門性を背景とした保護者に対す
る相談、助言、情報提供、行動提示等の支援について
理解し、様々な場面での支援の内容と方法及び技術を
実践的に理解する。

１
後
15 1 ○ ○ ○ ○

○
保育実習Ⅰ（保
育所）

保育所の機能、役割の理解、子どもの理解、保育者に
ついての理解を目的として学外で実習する。日々の課
題を明確にしながら、観察実習、参加実習、日誌への
記録及び考察を行う。

２
後
80 2 ○ ○ ○ ○

○
保育実習Ⅰ（施
設）

保育所以外の児童福祉施設の養護の実践をし、保育
士として必要な資質・能力・技術を習得する。施設を利
用する対象児・者と養護内容の実際、施設のもつ全体
的な養護機能等について理解を深める。

２
後
80 2 ○ ○ ○ ○

○
保育実習指導
Ⅰ（保育所）

実習の意義を理解し、学校での今迄の学びを使いなが
ら、どのように子どもを支援していくかを演習として考え
る。実習の流れと実習上の留意点をテキスト中心に学
び、自身の実習課題を明確にする。（演習）保育指導案
の立て方、実習簿の書き方を学ぶ。事後指導では、実
習を振り返り自己評価を行い新たな課題や学習目標を
設定する。

２
前
30 1 ○ ○ ○ ○
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○
保育実習指導
Ⅰ（施設）

保育所以外の児童福祉施設を利用する対象児・者と養
護内容の実際、施設のもつ全体的な養護機能等につ
いて理解を深める。実習の流れと実習上の留意点をテ
キスト中心に学び、自分の実習課題を立ててみる。（演
習）保育指導案の立て方、実習簿の書き方を学ぶ。事
後指導では、実習を振り返り自己評価を行い新たな課
題や学習目標を設定する。

２
後
15 1 ○ ○ ○ ○

○
保育教職実践
演習

将来保育者になるうえで最小限必要な資質能力がどの
程度形成されているのか最終的に確認するものとする。
自らの課題を自覚し、その習得に努める中で教職、保
育者としての生活が円滑にスタートできることを目的とし
ている。保育者としての使命感、責任感、人間関係調整
力等の資質向上を図る。

３
前
30 2 ○ ○ ○ ○

○ 特別支援教育

特別な教育的ニーズをもつ子どもを支援するにあたっ
て、子ども自身の特性を理解することはもちろん、子ども
を支援するために必要な社会的資源や関係機関につ
いての知識、個別の教育支援計画の作成方法と利用
方法、教育課程と学びと生活の場のあり方についても
理解を深めるよう、特別支援教育に関わる幅広い内容
を理解する。

２
前
15 1 ○ ○ ○

○
言葉とこどもの
文化

言葉の機能を理解し、絵本・紙芝居・おはなし等。子ど
もが言葉を育むことに役立つ言語教材である　児童文
化財への専門的知識を深めると同時に、児童文化財の
研究をとおして、その利用の仕方について理解する。さ
らに学童期へつながる言葉について理解を深める。

２
後
15 1 ○ ○ ○

○
こどもの理解と
相談支援

相談支援の究極的な目的は、こどもの人間形成、人格
形成にある。幼児、児童、生徒を対象にした現場におけ
る相談支援に重点を置き、発達と成長の基礎理論、生
活指導、しつけ、学習適応等について学ぶ。また、カウ
ンセリングの基本的態度や技法について学び、様々な
心理アセスメントの内容・活用について理解を深める。

１
後
30 2 ○ ○ ○ ○

○ 教育心理学

教育心理学における発達と学習の領域を中心に「教え
ること」「育てること」に関する心理学的な考え方を紹介
する。「発達」では、幼児期までの発達的特徴や遊びを
通した変化について、「学習」では動物実験を基礎とし
た学習理論や、実際の教育現場での指導・評価方法に
ついて解説する。

１
前
30 2 ○ ○ ○ ○

○ 人間関係論

領域「人間関係」の考え方について理解を深め、人間
関係の成立と展開に関する発達心理学的基盤につい
て理解する。保育実践において人間関係を育む際の保
育者の役割について理解し、こどもの発達に応じた保
育のあり方を考える。

２
前
15 1 ○ ○ ○ ○
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○ 造形表現論

幼児造形の指導・援助として形や色等の造形の理論を
もとに、えがく表現、つくる表現、そして造形遊びの領域
と技法について、また、それに伴った材料、用具の特性
と利用について理解していく。さらに美術の歴史的展開
の概説及び乳幼児造形教育の課題を学ぶ。

２
前
15 1 ○ ○ ○

○
リトミック指導法
（基礎）

音楽遊びに特化し、こどもが楽しく表現しながら遊ぶた
めの指導法を研究し、実践力を身に付ける。リズム活動
やソルフェージュの指導法を学び、自身の音楽力を高
める。また、基礎的な動きと拍子、基礎リズムなどリトミッ
ク指導に必要な知識・理論を修得し、3歳児を対象とし
た指導法である幼稚園・保育園のためのリトミック指導
資格2級取得を目指す。

２
後
30 2 ○ ○ ○ ○

○
リトミック指導法
（応用）

音楽を通じて感受性豊かな情操を育むための指導法と
して、各年齢の発達に応じたリトミック教育を学ぶ。リズ
ムカノンや複リズム、リズムの演奏法を習得し、4、5歳児
を対象とした指導法である幼稚園・保育園のためのリト
ミック指導資格1級取得を目指す。

２
後
30 2 ○ ○ ○ ○

○
幼児体育指導
法

幅広いスキルが求められている幼児体育の現場で、自
身をもって適切な指導ができる知識や技能を身に付け
る。完成度の高い身体表現、状況に応じた幼児への適
切な運動指導法を習得する。

２
後
30 2 ○ ○ ○ ○ ○

○
こどもと音楽Ⅰ
（合唱）

一人一人が正しい発声，発音を追求することで，それが
パートごとの響きに繋がり，ハーモニーを作り出す。互い
の声を聴き合いながら美しいハーモニーを意識して「合
わせる」という感覚を培っていく。自分の声を作ること，
聴く耳を育てることが重要である。

３
前
30 1 ○ ○ ○ ○

○
こどもと音楽Ⅱ
（合唱）

Ⅰの合唱の基本が身に付いた上で，実際に合唱曲を
作っていく。楽曲の詩の意味を理解し，何をどのように
表現していくのか共通理解をする。パートごとの役割を
確認し，曲の中ではどのように他のパートと関わっていく
のか，譜面上で，また実際に歌ってみながら感じること
ができる。他に感動を与えることができる合唱を作り上げ
るためには，心を一つにしなければならないことを習得
する。

３
後
30 1 ○ ○ ○ ○

○ 教育方法論

教育方法とは何か。その定義と意義、守備範囲につい
ての知識を習得したのちに、教育方法の歴史的変遷を
概観することをとおして、先人がどのような思想のもとに
教育方法を展開してきたのかを考察する。

１
後
30 2 ○ ○ ○ ○

○
保育実習Ⅱ（保
育所）

乳幼児と実際にかかわりながら、保育の理論と実践の関
係について学び､子どもの姿からよりよい保育について
考え、指導計画を作成し、指導実習を行う。自身の子ど
もとのかかわりの中から、客観的に省察する力や今後の
課題について考える。

３
前
80 2 ○ ○ ○ ○
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○
保育実習Ⅲ（施
設）

保育所以外の児童福祉施設の養護の実践をし、保育
士として必要な資質・能力・技術を習得する。施設を利
用する対象児・者と養護内容の実際、施設のもつ全体
的な養護機能等について理解を深める。こども家庭福
祉ニーズに対する理解力や判断力を養うとともに子育て
支援をするために必要な能力を養う。

３
前
80 2 ○ ○ ○ ○

○
保育実習指導
Ⅱ（保育所）

保育実習Ⅰでの課題と向き合う。保育の内容や方法、
形態、表現技術等についての実践的な力量を培い、一
人ひとりのこどもへの適切な関わりについて学ぶとともに
保護諸支援の方法についても理解する。保育士の専門
性や職業倫理についても実践的に学ぶ。

３
前
20 1 ○ ○ ○ ○

○
保育実習指導
Ⅲ（施設）

保育実習Ⅰでの課題と向き合う。こどもや利用者の最善
の利益を考慮した保育を実践的に理解するとともに保
育の計画や実践についてより深く理解する。ケアの方法
を中心として保育士の専門性や職業倫理についても実
践的に学ぶ。

３
前
20 1 ○ ○ ○ ○

○
教育実習事前
事後指導Ⅰ

授業の意義と目的、実習生としての心構えを確認しなが
ら、乳幼児の発達の特性や発達過程を踏まえ、乳幼児
の理解や観察の視点や方法、指導案・日誌の作成等の
習得に努める。

２
後
30 1 ○ ○ ○ ○

○
教育実習事前
事後指導Ⅱ

幼児の発達の特性や発達過程を踏まえ、幼児理解や
観察の視点や方法、指導案作成等の習得に努め、模
擬保育等を行いながら、深く考察する。

３
前
20 1 ○ ○ ○ ○

○ 教育実習Ⅰ

幼稚園現場においって観察実習、参加実習として教師
の助手的な立場で、実際に幼児と触れ合いながら保育
に参加する実習を行う。保育者となるための実践上、研
究上の基礎的な能力、態度を観察実習、部分実習を通
して養成する。同時に保育者としての使命感、資質・能
力を培う。

２
後
80 2 ○ ○ ○ ○

○
幼児教育研究
Ⅰ

教育実習を選択せず、幼児教育について学びを深めた
い学生を対象とする。幼児教育研究Ⅰにおいては近代
幼児教育の流れを振り返り、現代の子どもたちを取り巻
く環境についての問題点をさらに深く追究する。

２
後
80 2 ○ ○ ○

○ 教育実習Ⅱ

自身のこどもとの関わりの中から、客観的に省察する力
や今後の課題について考える。こどもの姿からより良い
幼児教育について考え、指導計画を作成し、責任実習
を行う。幼稚園現場における幼児との直接的なかかわり
を通じて、保育者となるための実践上、研究上の基礎的
な能力、態度を責任実習を通して養成する。同時に保
育者としての使命感、資質・能力を高めるとともに職業
倫理についても実践的に学ぶ。

３
前
80 2 ○ ○ ○ ○
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○
幼児教育研究
Ⅱ

教育実習を選択せず幼児教育について学びを深めた
い学生を対象とする。幼児教育研究ⅡにおいてはⅠで
追究した学びを基に研究論文をまとめる。

３
前
80 2 ○ ○ ○

○ 介護基礎Ⅰ

職務の理解を経て、利用者の尊厳のある暮らしを支える
ための基本的視点を学ぶ。また、施設サービスや居宅
サービスの特徴と役割や、介護保険制度、成年後見制
度等、高齢者に関する様々な制度と法令についても理
解を深めていく。グループワークやロールプレイングも
積極的に取り入れ、問題解決学習がなされるようにす
る。

１
後
30 2 ○ ○ ○ ○

○ 介護基礎Ⅱ

要介護者の自立支援と重度化防止のための知識を身
に付け、活用・発揮されるようにする。また、介護におい
て老化や認知症を理解することの必要性に気付き、高
齢者を介護するときの判断の基準となる原則を理解す
る。

２
前
30 2 ○ ○ ○ ○

○ 介護技術Ⅰ

介護技術Ⅰでは、主に実技演習を通して、総合的な介
護活動を行うための技術を習得する。その際、スライド
や人体骨格モデルを適宜使用し、科目の理解を深める
ようにする。

１
後
30 1 ○ ○ ○ ○

○ 介護技術Ⅱ

介護技術Ⅱでは、正しい知識とアセスメント結果に基づ
く介護技術を習得し、利用者本位のサービスを提供で
きるようにする。また、尊厳を保持し、その人の自立およ
び自律を尊重し、もてる力を発揮してもらいながらその
人の在宅・地域等での生活を支える介護技術や知識を
習得する。

２
前
30 1 ○ ○ ○ ○

○ 介護実習
介護職員初任者研修の一環として、施設サービスや通
所サービスについて理解し、実際の現場でケアの方法
を実践的に学ぶ。

２
前
40 1 ○ ○ ○ ○ ○

○ 保育実技Ⅰ

２年生から３年生の前期に行う教育実習・保育実習・施
設実習に向け、保育実技の向上を目指す。子どもの遊
びにはどのような意味があるのかを考えながら様々な遊
びを学ぶ。

１
前
60 2 ○ ○ ○

○ 保育実技Ⅱ

２年生から３年生の前期に行う教育実習・保育実習・施
設実習に向け、保育実技の向上を目指す。各年齢の子
どもとの関わり方、導入の仕方、保育の展開などについ
て学んでいく。

１
後
60 2 ○ ○ ○

○ 保育実技Ⅲ

２年生から３年生の前期に行う教育実習・保育実習・施
設実習に向け、保育実技の向上を目指す。美しい日本
の四季を感じながら、1年間の歳時記を学び、行事の中
に上手く取り入れる力を養う。

２
前
60 2 ○ ○ ○ ○ ○
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○ 保育実技Ⅳ

２年生から３年生の前期に行う教育実習・保育実習・施
設実習に向け、保育実技の向上を目指す。教育実習後
は教育実習での経験を活かし、保育実習・施設実習に
向け更なる実技の向上を図る。

２
後
30 1 ○ ○ ○

○ 保育実技Ⅴ
３年生の前期に行う保育実習・児童福祉施設実習に向
け保育の展開などについて指導案の作成を交え学んで
いく。

３
後
60 2 ○ ○ ○

○ 保育実技Ⅵ

３年生の前期に行う教育実習・保育実習・施設実習に
向け、保育の展開などについて、施設の余暇活動の指
導案の作成も交え模擬保育等を通し、実践的に学んで
いく。

３
後
60 2 ○ ○ ○

○ 音楽表現Ⅰ

ピアノという楽器の基礎的な技術を身に付けることに
よってこどもたちとの豊かな音楽表現へ結びつくように
ピアノ実技指導を行う。またそれに必要な読譜力も養
う。

１
前
90 3 ○ ○ ○ ○

○ 音楽表現Ⅱ
保育者として必要な音楽の基礎知識を学び、簡単なこ
どもの歌の弾き歌いの実技指導を行う。ピアノと声楽の
基本的な演奏技術や読譜力を養う。

１
後
90 3 ○ ○ ○ ○

○ 音楽表現Ⅲ
１年間で身に付けてきたことを基盤として、現場での即
戦力となる弾き歌いのレパートリーを各自のレヴェルに
応じて広げていく。

２
前
90 3 ○ ○ ○ ○

○ 音楽表現Ⅳ
個別指導により、表現豊かに演奏する能力を高め、音
楽を楽しむ意欲を育成する。また、教育実習・保育実習
に向け、応用性のある音楽的能力を養う。

２
後
45 2 ○ ○ ○ ○

○ 音楽表現Ⅴ

Ⅰ～Ⅳで身に付けてきたことを基盤として、現場で即戦
力となる弾き歌いのレパートリーを各自のレヴェルに応
じて広げ、同時に現場での多様なニーズに対応できる
ように、音楽的能力を養う。

３
前
40 1 ○ ○ ○ ○

○ 音楽表現Ⅵ
個々のレパートリーをもとに、採用試験時に対応できる
よう、弾き歌い、初見等、実践的で応用性のある音楽的
能力を養う。

３
後
30 1 ○ ○ ○ ○

○ 表現Ⅰ

感性が豊かで，伸び伸びと表現をする子どもの力を育
むためには，保育者自身が同様に豊かな感性をもち，
生き生きと表現する能力をもたなければならない。ここで
は歌唱，器楽，演劇，創作ダンス等に分かれ，それぞれ
のグループがどのような形でどのような表現をし，何を伝
えていくか，練習計画やその方法等を話し合いながら
進めていく。学年末には，一つのテーマをもった卒業研
究発表に繋げていく。

３
前
60 2 ○ ○ ○
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○ 表現Ⅱ

それぞれの表現の特徴を理解し，それが最大限に生き
るような表現方法を探し出す。グループ全体が納得し，
同じ温度を保ちながら一つの目標に進んでいくことが求
められる。リーダーとしての統率力や協調性を育むこと
も必要になる。互いを思いやる心も育てながら，豊かな
表現とは何かを考えていく。

３
前
60 2 ○ ○ ○

○ 表現Ⅲ

グループのまとまりから学年のまとまりに目標を置く。音
楽のほか，言葉による表現，造形による表現等も加え，
掲げられた学年の大きなテーマに向かって，各グルー
プがそれぞれの特徴を生かした表現方法で作品を作り
上げていく。一人一人の役割を果たすために必要な技
術習得のための練習や，仲間と合わせる努力，グルー
プや学年で協力し一つのものを作り上げることの難しさ
を学ぶ。

３
後
90 3 ○ ○ ○

○ 表現Ⅳ

一人一人が積み上げてきた技術や思いを一つにまとめ
上げ，テーマを念頭に置いた全体の表現を形にする。
全体の中の一人である自分の役割の重要性を知り，こ
れまでの学びが自身の心や感性を磨いてきたことに気
づくことができる。それらが集結された「大きな力」が人を
感動させること，また，人の心を捉える「表現」について
考察する。

３
後
90 3 ○ ○ ○

○ 卒業研究Ⅰ

こどもたちの感性を育てるためには保育者自身が感性
豊かでなければならない。卒業研究発表会に向けて、
表現に取り組んでいるところであるが、この授業では具
体的にテーマを掘り下げて研究論文を作成する。

３
前
20 1 ○ ○ ○

○ 卒業研究Ⅱ
３
後
60 2 ○ ○ ○

○
総合演習（こど
も文化）

幼児保育コースの特色であるわらべ歌や手遊び等の伝
承遊びの学びを深める。

３
後
15 1 ○ ○ ○

○
総合演習（こど
も音楽）

幼児音楽コースの特色であるリズム遊びを通してこども
の「こころ」を育むための音楽を生かすぐじゅつの習得を
目指す。

２
後
15 1 ○ ○ ○

○
総合演習（こど
もスポーツ）

幼児スポーツコースの特色である、運動遊びを通して、
こどもが楽しく安全に遊ぶための指導法を学ぶ。

２
後
15 1 ○ ○ ○
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○ 卒業演習
卒業研究発表に向けての中間発表。表現、それを生か
す演出等、様々な気付きを通してより良い表現にするた
めにはどのように工夫すべきか研究する。

３
後
30 1 ○ ○ ○

○ 卒業研究発表
表現の時間に取り組んできた演目をステージ上で発表
する。併せて集客やステージの運び方、裏方の仕事等
も学ぶ。

３
後
15 1 ○ ○ ○

○ こどもと体育

こどもの運動遊びの特徴や必要性を発育発達の面から
理解しながら、図表や実践例から運動遊びのイメージを
膨らませ、安全に楽しく遊びを展開するための指導方
法の援助の仕方について理論的に知識を深める。

３
前
15 1 ○ ○ ○ ○

○ こどもと造形
乳幼児における表現活動の大切さと、こどもの発達過程
を基盤とした造形的な表現の特徴を理解する学習をす
すめる。

３
前
15 1 ○ ○ ○

９５科目

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等

当該学科の修業年限を在学し、学科が定める卒業基準を満たした者。授業科目の履修認定は、
出席状況と日常の学習成果及び試験結果による。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15/15週

合計 2940 単位時間（ 132 ）単位


